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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成23年12月1日(2011.12.1)

【公開番号】特開2010-160193(P2010-160193A)
【公開日】平成22年7月22日(2010.7.22)
【年通号数】公開・登録公報2010-029
【出願番号】特願2009-708(P2009-708)
【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｇ   5/00     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   3/048    (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｇ   5/00    ５１０Ｃ
   Ｇ０６Ｆ   3/048   ６５４Ｄ
   Ｇ０９Ｇ   5/02    　　　Ｚ
   Ｇ０９Ｇ   5/00    ５３０Ｍ
   Ｇ０９Ｇ   5/00    ５３０Ｔ
   Ｇ０９Ｇ   5/00    ５１０Ｈ

【手続補正書】
【提出日】平成23年10月17日(2011.10.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　図１に概略的に示すように産業機械として例示した包装機としての横形製袋充填機にお
いては、エンコーダ１が付設されたサーボモータ２(駆動装置)によりフィルム繰出し機構
３が駆動して帯状フィルム５がフィルムロール４から製袋手段６に引き出し案内され、そ
の製袋手段６で筒状フィルム７が成形されると共に、エンコーダ８が付設された速度制御
モータ９(駆動装置)により駆動する物品供給コンベヤ１０が物品１１をこの筒状フィルム
７内に所定間隔毎に供給し、エンコーダ１２が付設されたサーボモータ１３(駆動装置)に
より駆動する一対の送りローラ１４がこの筒状フィルム７の搬送方向に沿う重合端縁部を
挟持して搬送方向の下流側に向けて移送し、その一対の送りローラ１４の下流位置に配設
された縦シール手段１５でエンコーダ１６が付設されたサーボモータ１７(駆動装置)によ
り駆動する一対の加熱シールローラ１８が筒状フィルム７の重合端縁部に縦シールを施し
た後に、その縦シール手段１５の下流位置に配設された横シール手段１９でエンコーダ２
０ａ，２０ｂが付設されたサーボモータ２１ａ，２１ｂ（駆動装置）により駆動する一対
の加熱シールバー２２ａ，２２ｂが筒状フィルム７に各物品１１間で横シールを施す。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　なお、背景画像２９と文字情報３１と記号３０とを各々データとして記憶手段２４に記
憶し、カラー表示器２６の表示領域に表示する際に、各データを重合する処理を行って、
単一のキャラクタ画像２８を構成する周知の方法を使ってもよい。
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